
Ⅰ
豊
か
な
自
然
　
活
力
あ
る
農

村
　
未
来
に
向
け
て
発
展
す

る
ま
ち
づ
く
り

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
国･

県
の
動
向
を
注

視
し
つ
つ
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図

り
、
農
家
が
安
心
し
て
確
実
に
再
生
産
が

可
能
と
な
る
よ
う
、
国
の
掲
げ
る
「
農
政

新
時
代
」
や
「
農
業
競
争
力
強
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
基
づ
く
各
種
支
援
施
策
を
積
極

的
に
導
入
・
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

農
業
経
営
基
盤
の
強
化
、
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
事
業
な
ど
の
活
用
、
多
様
な

担
い
手
農
家
の
育
成
、確
保
、支
援
に
よ
り
、

新
た
な
農
業
・
農
村
の
６
次
産
業
化
に
取

り
組
み
、
農
家
所
得
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

　

茶
業
の
振
興
に
つい
て
は
、
昨
年
、
銘
柄

を
「
知
覧
茶
」
に
統
一し
、
国
内
最
大
の
ブ

ラ
ン
ド
と
な
り
、
今
後
、
日
本
一の
産
地
と

し
て
の
誇
り
を
持
ち
、ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
「
儲

か
る
農
業
」
の
実
現
を
目
指
し
、
海
外
を

見
据
え
た
、
多
種
多
様
な
茶
の
生
産
や
有

機
農
業
な
ど
市
場
性
の
高
い
茶
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

畜
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
生
産
コ
ス

ト
の
上
昇
や
輸
入
自
由
化
な
ど
に
よ
る
競

争
力
強
化
な
ど
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
施
設
な
ど
基
盤
の
整
備
お
よ
び
優

良
種
畜
の
確
保
に
よ
る
収
益
性
の
向
上
に

努
め
、
競
争
力
の
あ
る
環
境
整
備
を
推
進

し
ま
す
。

Ⅱ
魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ

　
　
に
ぎ
わ
う
ま
ち
づ
く
り

　

商
工
業
の
振
興
に
つい
て
は
、
商
工
業
者

の
育
成
・
経
営
安
定
化
を
図
り
、
消
費
者

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
魅
力
あ
る
店
舗
づ
く
り

や
買
い
物
弱
者
対
策
を
推
進
し
、
地
元
購

買
の
定
着
に
努
め
ま
す
。

　

川
辺
仏
壇
産
業
の
振
興
に
つい
て
は
、
組

織
の
活
性
化
に
努
め
、
新
た
な
工
芸
品
な

ど
の
開
発
、
販
路
対
策
お
よ
び
「
も
の
づ

く
り
体
験
活
動
」
を
支
援
し
ま
す
。

　

企
業
立
地
の
推
進
で
は
、
新
た
な
雇
用

の
場
の
確
保
や
地
域
資
源
を
活
か
し
た
企

業
誘
致
活
動
に
努
め
ま
す
。

　

観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
て
情
報
発
信
を
行
う
と
と
も
に
、
広

域
連
携
に
よ
る
誘
致
活
動
を
効
率
的
か
つ

効
果
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

教
育
旅
行
に
つい
て
は
、
積
極
的
に
誘
致

活
動
に
取
り
組
み
、
本
年
度
か
ら
施
行
さ

れ
る
住
宅
宿
泊
事
業
法
の
活
用
に
よ
る
宿

泊
施
設
の
拡
充
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

国
内
交
流
で
は
、
北
九
州
市
な
ど
と
の

交
流
協
定
が
10
周
年
を
迎
え
、
観
光
や

教
育
分
野
で
の
交
流
推
進
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

Ⅲ
人
と
物
が
行
き
交
い
快
適
で

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

　

道
路
は
、
市
民
の
日
常
生
活
に
最
も
身

近
な
生
活
基
盤
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
計
画

的
に
整
備
・
補
修
を
行
い
、
地
域
住
民
と

の
協
働
に
よ
り
維
持
管
理
を
行
って
い
き
ま

す
。
ま
た
、
重
要
な
幹
線
道
路
で
あ
る
国

道
・
県
道
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
国
お
よ
び

県
に
積
極
的
に
働
き
か
け
を
行
い
、
整
備

促
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

平
成
30
年
度
施
政
方
針
（
抜
粋
）

　

平
成
30
年
度
は
、
第
２
次
南
九
州

市
総
合
計
画
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
を
開
始
す
る
年
と

な
り
ま
す
。
第
１
次
総
合
計
画
の
成

果
を
踏
ま
え
、
今
後
10
年
間
の
将
来

都
市
像
を
「
人
と
自
然
が
共
生
す
る　

活
気
あ
ふ
れ
る　

住
み
よ
い
ま
ち　

南
九
州
市
」
と
設
定
し
、
地
域
資
源

を
最
大
限
に
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
、「
住
み
た
い
・
住
み
続
け
た

い
」
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
活
気
あ
ふ

れ
る
南
九
州
市
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
り

な
が
ら
、
国
な
ど
が
取
り
組
む
施
策

を
見
据
え
、
投
資
す
る
べ
き
分
野
を

明
確
に
し
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
財
政
運

営
を
行
って
い
き
ま
す
。
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市
営
住
宅
に
つい
て
は
、
本
年
度
よ
り
牧

之
内
団
地
の
敷
地
造
成
工
事
に
着
手
し
、

今
後
建
替
え
に
向
け
た
事
業
を
計
画
的
に

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

移
住
・
定
住
の
促
進
に
つ
い
て
は
、
住
宅

の
取
得
な
ど
に
対
す
る
助
成
や
空
き
家
バ
ン

ク
な
ど
を
活
用
し
た
住
居
の
相
談
体
制
の

充
実
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
情
報
の
効

果
的
な
発
信
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

公
園
の
整
備
に
つい
て
は
、
平
成
32
年
に

開
催
さ
れ
る
鹿
児
島
国
体
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

競
技
の
会
場
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

Ⅳ
安
全
で
安
心
し
て

　
　
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

　

生
活
環
境
の
向
上
お
よ
び
公
衆
衛
生
の

推
進
に
つ
い
て
は
、
ご
み
の
分
別
の
徹
底
、

排
出
量
の
削
減
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

南
薩
地
区
衛
生
管
理
組
合
で
検
討
し
て

い
る
「
新
広
域
ご
み
処
理
施
設
建
設
」
に

つ
い
て
は
、
構
成
４
市
で
施
設
整
備
基
本

計
画
の
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

生
息
域
を
拡
大
し
て
い
る
ヤ
ン
バ
ル
ト
サ

カ
ヤ
ス
デ
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
家

屋
侵
入
防
止
薬
剤
の
購
入
に
対
す
る
支
援

を
行
って
い
き
ま
す
。

　

消
防
・
防
災
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
の
活
性
化
を
図

り
、
有
事
対
応
の
充
実
、
地
域
防
災
力
の

向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ

ル
化
さ
れ
た
防
災
行
政
無
線
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
て
、
緊
急
情
報
な

ど
迅
速
な
伝
達
に
努
め
ま
す
。

Ⅴ
み
ん
な
で
支
え
合
い

　
い
き
い
き
と
健
や
か
に

　
　
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
保
健
・
医
療
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

受
診
率
向
上
に
努
め
、
南
九
州
市
健
康
増

進
計
画
を
指
針
と
し
て
各
種
保
健
事
業
を

展
開
し
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
は
、

出
生
祝
金
の
支
給
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

環
境
整
備
、
中
学
生
ま
で
を
対
象
に
し
た

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
や
児
童
手
当
な
ど

の
支
給
に
よ
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

り
、
ま
た
、
新
た
に
新
生
児
聴
覚
検
査
や

産
後
ケ
ア
事
業
を
推
進
し
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
よ
う
に
母
子
保

健
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

地
域
福
祉
社
会
の
充
実
に
つい
て
は
、
平

成
30
年
度
か
ら
の
「
地
域
福
祉
計
画
」
に

基
づ
い
て
、
市
民
主
体
の
地
域
福
祉
を
積

極
的
に
進
め
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

Ⅵ
心
の
豊
か
さ
と

　
創
造
力
を
育
む

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

　

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
郷
土
の

良
さ
を
生
か
し
た
学
習
活
動
を
重
視
し
、

個
々
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
指
導
の
充
実
、

小
中
連
携
教
育
の
推
進
な
ど
を
通
し
て
学

力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

頴
娃
地
区
中
学
校
の
再
編
に
つ
い
て
は
、

頴
娃
地
区
統
合
中
学
校
開
設
準
備
委
員
会

に
お
い
て
、
平
成
31
年
４
月
の
開
校
に
向
け

各
種
協
議
を
進
め
ま
す
。
施
設
整
備
の
面

で
は
、
既
存
校
舎
の
大
規
模
改
造
工
事
を

実
施
し
ま
す
。

　

小
学
校
に
お
け
る
望
ま
し
い
学
校
の
あ

り
方
に
つい
て
は
、
外
部
委
員
で
組
織
す
る
、

南
九
州
市
立
小
学
校
将
来
の
あ
り
方
検
討

委
員
会
で
協
議
を
進
め
て
お
り
、
同
委
員

会
か
ら
の
答
申
を
受
け
て
方
向
性
を
決
定

し
て
い
き
ま
す
。

　
ユ
ネ
ス
コ
の
「
世
界
の
記
憶
」
登
録
申
請

に
つい
て
は
、
引
き
続
き
長
期
的
な
視
野
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Ⅶ
み
ん
な
で
創
る
協
働
と

　
　
自
立
の
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
地
区
全
体
で
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く

り
を
構
築
す
る
た
め
、
集
落
支
援
員
制
度

を
導
入
し
、
モ
デ
ル
地
区
の
育
成
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

行
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
か
ら
取
り
組
む
第
２
次
行
政
改
革
大
綱

に
基
づ
き
、集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

着
実
に
そ
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

南
九
州
市
財
政
計
画
を
基
本
と
し
な
が

ら
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
る
と
と
も

に
、
南
九
州
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
に
基
づ
き
、
施
設
の
あ
り
方
な
ど
を
視

野
に
入
れ
た
機
能
の
維
持
管
理
を
図
り
、

建
築
物
の
再
編
整
備
な
ど
の
取
組
み
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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